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■ ：基準地点
○ ：主要地点

：市街地範囲
：想定氾濫区域

Ｂ
Ｂ’ 姫路駅

関連市町人口(H17)
姫路市 ：53.5万人
たつの市： 8.3万人
宍粟市 ： 4.5万人
太子町 ： 3.3万人
神河町 ： 1.4万人

篠首

Ａ

Ａ’

たつの市

姫路市

太子町

宍粟市

神河町

河口部

下流部

大
津
茂
川

河口

東栗栖

姫路市
山地等
84%

宅地等
市街地
5% 農地

11%

・河口部は播磨工業地帯の一郭として鉄鋼、化学等の大
規模工場が立地

・流域の産業は農業、林業のほか、うすくち醤油、手延
べ素麺、播州皮革などの揖保川の清流や伏流水に依存
した地場産業が盛ん

流域及び氾濫域の概要 揖保川水系

流域面積（集水面積）：810km2

幹川流路延長 ：70km
流域内人口 ：約15万人
想定氾濫区域面積 ：105km2

想定氾濫区域内人口 ：約12万人
想定氾濫区域内資産 ：約1兆8千億円
主な市町村 ：姫路市、たつの市、宍粟市等

上川原

元川
中川

揖保川河口

中川河口

揖保川

河口（三川分派）

流域及び氾濫域の諸元

年間降水量

製造品出荷額（兵庫県）H16 水に依存した地場産業 H16

項目
龍野地域
生産量

全国
生産量

対全国比

うすくち
醤油

41,818kl 131,447kl 32%

手延べ
そうめん

20,497t 52,826t 39%

成牛革 10.5万枚 27.2万枚 39%

地形・河道特性

資料２－２

■上流部は急峻な中国山地、中流部は宍粟市一宮、山崎などの市街部を形成した盆地部が連なり、下流部・
河口部は扇状地に人口・資産の集積した播州平野が拡がる

■流域の産業は河口部を中心とした重化学工業の他、うすくち醤油、手延べ素麺、播州皮革などの揖保川の
清流に依存した地場産業が盛ん

たつの市 姫路市

Ｂ－Ｂ’断面
（本川下流部）

特徴と課題

項目
流域内
3市2町

兵庫県 対兵庫県比

製造品
出荷額

2,405億円 12,945億円 19%

・上流部は年間の降水量が多い
・中・下流部は降水量が少ない瀬
戸内海型気候

土地利用

・山地が84％、農地が11％、宅地
等市街地が5％

・山地を抜けたところにたつの市、
河口部に西播地方の拠点都市、
姫路市が位置し、下流部に人口
資産が集中

産業

・下流部は扇状地でひとたび氾濫すると被害が甚大となる可能性あり
・上・中流部で河床勾配が1/100～1/300と急勾配
・下流部で中川が本川より分派し、元川が中川より分派し再合流揖保川

林田川

たつの市 太子町
Ａ－Ａ’断面
（龍野地区）

堤内地盤高
が高い
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凡例
■：山地
■：農地
■：宅地等市街地

流域図

姫路 1,235mm

標高(T.P.m)
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中川分派点

龍野（基準地点）

林田川合流点

栗栖川合流点

引原川合流点

1/1,0001/350～1/500 河床勾配1/200～1/300 1/100

下流部 中流部 上流部河口部

龍野市街地

1

しそう

宍粟市一宮

宍粟市山崎

年間降水量

一宮 1,770mm



完成堤
45%

暫定堤
43%

未施工
12%

揖保川（下流）
中川・元川・林田川

堤防整備率

主な洪水とこれまでの治水対策 揖保川水系

主な洪水と治水対策

明治25年7月 洪水（台風）
ほぼ全川にわたり氾濫
龍野地点流量：約3,700～4,500m3/s（推定）
死者：1名、流出倒壊：510戸、浸水家屋：10,793戸
浸水面積：約900ha

昭和21年 揖保川改良工事
計画高水流量：2,900m3/s（龍野）

昭和16年8月 洪水（台風14号）
たつの市正條で破堤
龍野地点流量：不明
浸水家屋：250戸
浸水面積：約1,000ha

昭和28年 揖保川総合開発事業 総体計画
基本高水流量：3,300m3/s
計画高水流量：2,900m3/s（龍野）

昭和41年 揖保川工事実施基本計画
（一級河川に指定）

基本高水流量：3,300m3/s
計画高水流量：2,900m3/s（龍野）

昭和45年8月 洪水（台風10号）
龍野地点流量：3,400m3/s（戦後最大）
全壊：1戸、床上：162戸、床下：917戸

浸水面積：318ha

昭和51年9月 洪水（台風17号及び秋雨前線）
龍野地点流量：2,200m3/s
死者：3名、全壊：1戸
床上：1,457戸、床下：1,577戸
浸水面積：2,782ha

昭和63年 揖保川工事実施基本計画（流量改訂）
基本高水流量：3,900m3/s
計画高水流量：3,300m3/s（龍野）

昭和33年 引原ダム完成（兵庫県）

平成16年9月 洪水（台風21号）
龍野地点流量：2,100m3/s
床上：49戸、床下：427戸 浸水面積：10ha

平成2年9月 洪水（台風19号）
龍野地点流量：2,600m3/s
床上：59戸、床下：597戸、浸水面積：155ha

瀬戸内海（播磨灘）

太子町

たつの市

姫路市

栗栖川

宍粟市

姫路市

凡 例
■：S45.8洪水浸水範囲
■：S51.9洪水浸水範囲
（国交省管理区間）
×：S16.8洪水破堤地点
（たつの市正條）

昭和45年8月洪水（台風10号）
・上流部で多雨であり、本川中・上流部の無堤地区での氾濫による被

害が発生
・戦後最大流量を記録（龍野3,400m3/s）

昭和51年9月洪水（台風17号及び秋雨前線）
・下流部において降雨が多く、主に下流に合流する支川での氾濫及び

内水氾濫による被害が発生
・上流部で大規模山崩れが発生した

民家の浸水被害（宍粟市一宮町）

流失前の香島橋（たつの市新宮町）

馬路川内水被害（たつの市揖保川町）

林田川入野橋流失（たつの市神岡町）

これまでの治水対策等

記載流量はダム・氾濫戻し流量。M25.7は推定
出典：水害統計。但しM25.7、S16.8は兵庫県災異誌による。

主な洪水被害

大規模山崩れ（宍粟市一宮町）

○引原ダム
目的：洪水調節、農業用水、発電、

上水道・工業用水補給、不特定
完成：昭和33年3月
管理：兵庫県
総貯水容量：2,195万m3

治水容量：565万m3

・下流部を中心に堤防整備を実施
（堤防整備率：下流部で87％（暫定堤防含））
・中川では高潮堤防を整備
・S45.8洪水を契機として、本川国交省管理区
間が40.8kから46.9kまで延長（引原川追加編
入）

・S51.9洪水を契機として、林田川の改修、栗
栖川被災箇所の復旧、馬路川排水機場
（10m3/s）を設置

・洪水調節施設（引原ダム）の整備

（堤防整備率は国交省管理区間のみ 平成17年度 調査結果）

■昭和16年8月洪水を契機として昭和21年より揖保川改良工事に着手（計画高水流量2,900m3/s）
■昭和41年、従来の総体計画を踏襲する工事実施基本計画を策定（計画高水流量2,900m3/s）
■昭和45年8月洪水、昭和51年9月洪水を契機として、流域の開発等を踏まえて工事実施基本計画を改定

（基本高水流量3,900m3/s、計画高水流量3,300m3/s）

完成堤
26%

暫定堤
25%

未施工
49%

揖保川（中・上流）

栗栖川・引原川

堤防整備率

S51.9洪水 被災状況S45.8洪水 被災状況

揖保川

引
原
川

揖
保
川

草木川

染河内川

菅
野
川

伊
沢
川

林
田
川

馬路川

中
垣
内
川

×

揖
保
川

下流部 中・上流部

2

平成16年8月 洪水（台風16号）
龍野地点流量：2,000m3/s
死者：1名、半壊：1戸、床上：2戸、床下：20戸
浸水面積：0.6ha

福知川
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（凡例）
■：基準地点
○：主要地点
（単位＝m3/s）

上流洪水調節施設により
600m3/sを調節

基本高水のピーク流量
3,900
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基本高水のピーク流量：3,900m3/s 工事実施基本計画改定　昭和63年
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工事実施基本計画改定　昭和63年既定計画降雨量：196mm/日
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水系名：揖保川水系
河川名：揖保川
地点名：龍野

基本高水のピーク流量の検討 揖保川水系

昭和63年工事実施基本計画の概要 年最大流量等の経年変化

既定計画策定後に計画を変更するような大きな出
水は発生していない

揖保川 龍野地点 年最大日雨量データ

揖保川 龍野地点 年最大流量データ

流量確率による検証 ・S38年～H17年（43年間）の流量デー
タを用いた確率流量から検証

・龍野地点における1/100規模の流量
は3,200m3/s～4,400m3/sと推定

既往洪水の検証

・3,700m3/s～4,500m3/s規模の流量において、実績浸水深及び
実績氾濫区域を精度良く再現

揖保川計画流量配分図

龍野地点（平成16年10月洪水型）

流
量

(m3/s)

雨
量

(mm)

基本高水のピーク流量
3,900m3/s

■既定計画策定後に計画を変更するような大きな出水は発生しておらず、流量確率による検証、既往洪水の検証及び洪水到達時間に着目した検討により、基本方針にお
ける基本高水のピーク流量を、龍野地点で3,900m3/sとする

時間雨量による計算

・洪水の到達時間に着目し、流域
の規模や降雨、流出特性を考慮
して12時間と設定

・基準地点：龍野
⇒1/100の12時間雨量が197mm(S38～H17)
・貯留関数法により流出計算を実施

降雨継続時間 12時間雨量

基本高水のハイドログラフ

基本高水のピーク流量は龍野地点で3,900m3/sとする

類似洪水の推定

・明治25年7月洪水について、文献（官報、兵庫県災害誌、市
町村史等）、聞き取り調査で被害状況を収集し、被害実績
を確認

・天気図や文献上の雨量の記録より、台風経路・降雨波形パ
ターンが類似している洪水の時間降雨波形を選定

・既往最大洪水は文献等（被害、雨量の記録）から明治25年7月洪水と推定
・類似降雨を推定し、氾濫計算により検証した結果、基本高水のピーク流量

に相当

氾濫計算による検証

3

基 準 地 点 龍野

計 画 規 模 1/100

計 画 降 雨 量 196mm/日

基本高水のピーク流量 3,900m3/s

計 画 高 水 流 量 3,300m3/s

氾濫区域再現状況

凡例
：実績氾濫区域

× ：破堤地点
○ ：実績浸水深

平成9年7月洪水の降雨波形を用いて氾濫計算を実施

明治25年7月洪水では、3,700m3/s～4,500m3/s規模の流量が発
生したと推定

確率分布モデル
確率流量

(m
3
/s)

グンベル分布 3,600

平方根指数型最大値分布 4,400

一般化極値分布 3,700

対数ピアソンⅢ型分布
（原標本）

3,200

対数ピアソンⅢ型分布
（対数）

3,600

岩井法 3,900

石原・高瀬法 3,500

対数正規分布
3母数クオンタイル法

3,800

対数正規分布
3母数積率法

3,500

3,900

※適合度の良い手法(SLSC<0.04)のうち、
最小値、最大値

グンベル分布

対数ピアソンⅢ型分布（対数）

対数ピアソンⅢ型分布（原標本）

一般化極値分布

平方根指数型最大値分布

対数正規分布(3母数積率法)

対数正規分布(3母数クオンタイル法)

石原・高瀬法

岩井法



横堰（分流堰） 龍野地区
（12k～14k）
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笹野統合頭首工
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荒井頭首工
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河東統合頭首工

千条井堰

与位井堰

杉ヶ瀬木の谷井堰

神野発電所取水堰

神戸大井井堰
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河原井堰
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引原川
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上川原

山崎第二

治水対策の考え方① 揖保川水系

■有堤区間延長が長く、堤防の未施工区間が下流部で12％、中・上流部で49％存在することから引き続き整備が必要
■河道内の河積不足や固定堰などによる流下阻害により、支川を含め全川的に流下能力が不足していることから河道掘削や固
定堰などの改築による流下能力の確保が必要

■河道で処理できない流量については、既存施設の操作の見直し及び上流洪水調節施設の整備による洪水調節が必要

●河川整備基本方針流量配分図（案）

＜中川＞ ＜元川＞ ＜揖保川＞

計画高水流量3,400m3/s流下時

堤防の整備状況

揖保川・中川・元川水位縦断図
・流下能力は全川的に不足。河積不足と多数存在する固定堰による流下阻害が主因

揖保川

林田川

栗栖川

中川・元川

引原川

洪水調節施設による対応

○河道で処理できない流量は、引原ダムの
操作の見直し及び上流洪水調節施設を整
備して調節
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全川的に河積不足

山崎地区
（30k～32k）

■：改築対象井堰
河積不足

揖保川

揖保川

引原川 揖保川

揖保川

揖保川

：完成
：暫定
：未施工
：不要

凡例

4

上
川
原

龍
野

山
崎
第
二

栗
栖
川

林
田
川

4,200 3,400 3,000

中川

元川

揖保川

600

1,000

1,400

2,800

600

2,2002,800
瀬
戸
内
海
（
播
磨
灘
）

揖保川

中川

（凡例）
■：基準地点
○：主要地点
（単位＝m3/s）

上流洪水調節施設
により500m3/sを調節

基本高水のピーク流量
3,900

1,100

1,300

揖保川

引
原
川

河
口 構

東栗栖

浜田

引原ダム（既設）

・中・上流部では堤防未施工区間が
多く、築堤が必要

引原ダム



分流堰

護床工
護床工

H.W.L.

醤油工場

景観形成地区

旭橋

龍
野
橋

龍
野
新
大
橋

岩浦頭首工

祇園橋

龍野城

千
鳥
ヶ
浜
公
園

たつの市役所

家屋連担地区

畳堤区間畳堤区間

堀家

祇
園
公
園

龍野観測所

治水対策の考え方② 揖保川水系

■龍野地区は川幅が狭く流下能力が不足していることから河道掘削や岩浦頭首工の改築により計画高水流
量3,400m3/sの確保が必要

■山崎地区は地域と一体となった河道計画による名勝「十二ン波」の保全が必要
■本川と中川の分派地点において分流堰と背割堤による分派が必要
■支川は築堤、河道掘削及び井堰の改築による流下能力の確保が必要

○龍野地区の特徴
・龍野地区は両岸ともに家屋連担地区
・旭橋周辺は川幅が狭く狭窄部
・狭窄部付近の堤内地は地盤高が高く、堀込み河道
・岩浦頭首工下流において最深河床高が低下
○龍野地区の治水対策
・河床の安定を考慮し、河道掘削や岩浦頭首工の改築により流

下能力を確保
・堤防余裕高は特殊堤で整備（現在一部畳堤）
・河積の確保にあたっては、河道の安定・維持、洪水時の河床

変動などを監視・把握しながら実施

畳堤

龍野地区

：堤防法線
：景観形成地区指定区域

基本高水のピーク流量：3,900m3/s
現況河道形状及び河床安定を考慮した河道掘削により、計画高
水流量を既定計画より100m3/s増大し、3,400m3/sを確保
現況流下能力：2,900m3/s 残分は掘削：500m3/s

龍野城

山崎地区

十二ン波（30k～32k）

○山崎地区には、揖保川らしさを残す名勝「十二
ン波」（兵庫県観光百選）や史跡があり、保全
の必要がある

○地域と一体となった河道計画により十二ン波を
保全する

＜林田川＞ ＜栗栖川＞ ＜引原川＞

計画高水流量
1,000m3/s流下時

○林田川：堤防は概ね完成しており、河道掘削及び井堰改
築により流下能力を確保

○栗栖川：堤防未施工区間の築堤、河道掘削及び井堰改築
により流下能力を確保

○引原川：堤防未施工区間の築堤、河道掘削により流下能
力を確保

計画高水流量
600m3/s流下時

林田川・栗栖川・引原川

計画高水流量
1,100m3/s流下時
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河積不足

三川分派 ○流下能力を考慮して分派比は、揖保川：中川=1：2，
中川：元川=4：1とする（模型実験により確認）

○模型実験において分派施設（分流堰、背割堤）を検討
○移動床実験で河床低下する箇所については河岸保護の対策
を実施

三川分派地区（2k～5k）

基準地点龍野

最深河床が
低下している

断面経年変化（13k2）

13k2

山崎地区計画高水流量：3,000m3/s
現況流下能力：2,500m3/s 残分は掘削：500m3/s

必要最小限の掘削により
河積を確保

分流堰断面図（三川分派模型実験 S62年～H元年）

揖保川3k6

通水後
初 期

計画河道断面図（30k8）

5

T.P.m

中川

揖保川

分流堰

林田川
揖保川

庄内井堰

中川床固
浜田井堰背割堤

3k6
3k6

十二ン波の奇岩を保全

計画河道横断図（13k2）
掘削により河積を確保

特殊堤
特殊堤

H.W.L.
H.W.L.

H.W.L.

じゅうにんなみ

揖保川

河東大橋

荒井頭首工



河積確保にあたっ
ては、派川中川
1.2k付近では干潟
環境保全再生のた
め干潟、塩沼植物
群落が成立してい
る地盤高で掘削す
る等の工夫を行う

干潟、塩沼植物群落

平均潮位 0.170m

S36

揖保川

栗栖川

下 流 部 ・河 口 部

0k

10k

15k

20k

25k

30k

35k

40k

45k

50k

5k

施設の改善が特に必要

施設の改善が望まれる

当面施設の改善が必要ない

浜田井堰

東觜崎井堰

上川原取水堰

宝記頭首工

揖保上頭首工
片島井堰

岩浦頭首工

小宅統合頭首工

北村頭首工

戸原頭首工

香山上井堰
香山下井堰

笹野統合頭首工

野井堰
荒井頭首工

三津井堰

河東統合頭首工

千条井堰
与位井堰

浅淵井堰

杉ケ瀬木の谷井堰
神野発電所取水堰

神戸大井井堰
曲里大井井堰

吉島統合頭首工
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中
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横

堰

縦断的連続性の確保

・井堰など横断工作物により回遊
魚の遡上、降下に支障がある

〈さかながのぼりやすい川づくり
河川横断施設点検〉

自 然 環 境

上 流 部 ・源流部には近畿地方でも代表的
なブナ、イヌブナの温帯落葉広葉
樹林が分布する
・河道内は、河床に岩が露出し、河
岸には河畔林が繁茂する渓流景
観を呈する

源流部のブナ林音水渓谷

・潮止め堰直下流の瀬は、
揖保川での主要なアユの
産卵場が存在する。

揖保川

アユの主要な産卵場（2.8k）

河口部の塩沼植物群落

〈「改訂兵庫の貴重な自然」Ａランク
（絶滅危惧Ⅰ類に相当）〉

ハクセンシオマネキ
〈環境省：準絶滅危惧〉

ハマサジ〈環境省：
絶滅危惧Ⅱ類〉

・瀬戸内側では少なくなった干潟、
塩沼植物群落が残っており（レッ
ドデータブック近畿2001）、貴重な
動植物が生息、生育している

中 流 部 ・丸石河原では、瀬戸内側ではほとんど見ることができなくなったカワラハハコをはじめ、
河原を生育場所とする植生が多く見られる貴重な環境となっている
・河川改修や砂利採取などにより、丸石河原が減少

カワラハハコ

〈「改訂兵庫の貴重な自然」Ｂラン
ク（絶滅危惧Ⅱ類に相当）〉

H12

揖保川

栗栖川

河積確保にあたっては平水位より上を基本とするが、
12.4k～13.0k区間などでは河原環境の保全再生のため
冠水頻度等に配慮して掘削形状を工夫する

丸石河原
河原面積は約1/3に減少

揖保川水系

上流部

中流部

下流部
河口部

氷ノ山後山那岐山
国定公園

西播丘陵
県立自然公園

雪彦峰山
県立自然公園

ひょうのせんうしろやまなぎさん

おんずい

音水ちくさ
県立自然公園

せっぴこみねやま

せいばんきゅうりょう

0

50

100

150

Ｓ３６ Ｈ１２

3k～30k区間
の河原面積の
変遷(ha)

河原井堰

■河口部には瀬戸内側では少なくなった干潟が残されている。中・下流部には河原植生が生育している丸石河原が存在している。これら環境は近年、減少していること
から、河道掘削に当たっては極力保全するとともに、再生に努める。

■揖保川には多数の堰が存在し、回遊魚の移動に支障を来していることから関係者と調整し縦断的連続性の回復に努めるとともに、アユの産卵場となる瀬を保全する。

6

【方針】
・源流部の温帯落葉広葉樹林、渓
流環境の保全に努める

【方針】
・丸石河原、水際植生
を極力保全する
・丸石河原の成立条件
を調査し再生に努める

【方針】
・良好なアユの産卵
場となっている瀬を
保全する

【方針】
・河積確保にあ
たっては干潟、塩
沼植物群落を保
全、再生に努める

【方針】
・魚類の遡上・降下の視点から河
川の縦断的連続性の回復に努
める
・関係機関と連携し、魚道の整備
を進める

丸石河原 水域水際植生

干潟

水域

H.W.L.26.612m

H.W.L.3.059m

瀬戸内海
国立公園

出典：神戸観光壁紙写真集



注）H13年・H14年は、構地点の日流量が欠測のため非表示

水枯れ
が発生

注）H13年・H14年は、構地点の日流量が欠測のため非表示

水枯れ
が発生
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【揖保川・林田川水環境改善緊急行動計画(清流ルネッサンス21)】(H6年度～H12年度)

揖保川の”自然豊かさ”が市民の”心の豊かさ”をもたらす源流となるよう

行政機関と地域住民が一致協力し、清流復活を目指す

【清流ルネッサンスⅡ】(H14年度～H20年度)

水枯れが発生する林田川について、揖保川からの導水および

下水道の面的整備等を促進し、水環境の改善を目指す

揖保川

水枯れ発生区間
林田川

岩
浦
頭
首
工

導水ルート

流量：0.0m3/s 流量：0.5m3/s

揖保川水系

林田川0.8k付近 林田川0.8k付近

臭気発生等のない水環境臭気

環境基準達成（BOD3.0mg/l以下）水質

ヤゴが生息可能な水環境水生生物

内 容項 目

汚濁した流れ（林田川0.4k付近）

誉橋付近の不法投棄(林田川5.5付近)

①平成8年以降、最大4種類

のヤゴの生息を確認

②平成7年に40数年ぶりに

天然アユの遡上を確認

住民運動、工場等排水負荷削減等流域対策

面整備促進、皮革排水の下水道接続
及び終末処理等

下水道整備

街頭PR活動等広報活動

汚泥浚渫事業、多自然型河川整備等河川事業

内 容事 業

臭気強度の調査の結果、

平成4年の”強烈な臭い”

から平成11年には”無臭”

に改善

水生生物

調査地区

年度 平成4年 平成11年

臭気強度 5(強烈な臭い) 0(無臭)

硫化物濃度
(mg/l)

2.27 0.04

上川原（王子橋）

調査地区

年度 平成4年 平成11年

臭気強度 5(強烈な臭い) 0(無臭)

硫化物濃度
(mg/l)

2.69 0.05

林田川下流（真砂橋）

上川原、林田川下流の臭気強度の推移

平成5年まで、15～35mg/lで

あった上川原のBODが、

平成6年には4.8mg/lに激減し、

その後1mg/ｌ程度を維持
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上川原のBODの推移

目 標

結 果

目 標

揖保川本川からの

0.5m3/s導水に

より水枯れが生じ

ていない時の平均

最小流量確保

構地点

流況

B類型

(BOD：3mg/l以下）
水質

揖保川本川（龍野

橋）と同等の水生

生物相を実現

水生

生物

内 容項目

導水ルートと水枯れ発生区間

臭気 水質

■支川林田川下流部では、工場排水による水質汚濁、汚泥の堆積や不法投棄などにより平成５年までBOD75％値がワースト上位（S50～H5までワースト5位以内，特にH3～
H5はワースト3位）を占める河川であったが、平成６年より実施された「清流ルネッサンス２１」事業により上川原地点の水質目標を達成

■工場排水等の流域下水道への接続により河川への還元水量が減少し、非かんがい期では下流部で水枯れが頻発するため、平成１４年度より「清流ルネッサンスⅡ」に
着手し、揖保川本川からの導水による水枯れの緩和をはじめ、更なる環境改善に努める

水枯れ
が発生

地元小学生が生物環境の改善を確認

林田川2.2k付近
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上川原
地点

人工ワンド



龍野
桜づつみ

よべ自然公園
水辺の郷

人工ワンド

利用施設、河川空間をネット
ワークする散策路を整備

空間利用・水利用

原不動滝
（日本の滝百選）

上流部の美しい渓谷、
渓流では、ハイキング、
キャンプなど多くの人が
自然とふれあう

河床の露岩が白波を
つくる十二ン波（じゅう
にんなみ）は景勝地と
して沿川住民に親し
まれる

下流部には河川公園、
桜づつみが整備され
スポーツ、イベント
等に利用

河川空間の利用 水利用

農業用水利は、水系全体で許可水利権だ
けでも178件に及ぶ

渇水の状況

0 5 10 15 20 25 30 35

最大30.954m3/s
常時11.132m3/s

発電取水量（m3/s)

干上がった引原ダム （平成６年９月14日）

年間推計利用者数約
６０万人（H15空間利
用実態調査）の中で、
６割が散策等での利
用

中・上流部ではアユ釣りが盛んであり、兵庫
県のアユ漁獲量の1/2を占める

スポーツ
(26%)

釣り(11%)

散策等
(60%)

水遊び
(3%)

下流部の人工ワンド、
とんぼ池などで、地元
の小学生が生物調査
に取り組む

水生生物調査

「揖保川三川分派地域環境を守る会」

河川清掃活動 バリアフリー坂路体験

中学生が一週間にわ
たって河川管理の実
務を体験

トライやるウィーク

平成16年3月のNPO結成以来、河川の美化
や環境学習などの活動に取り組む

地域連携

揖保川水系

祇園公園

きらめきス
ポーツ公園

渇水は多数発生しているが、特に平成6年
は引原ダムの死水容量の使用に至り、最大
農水50%、工水90%取水制限が約1ヶ月半に
及んだ

農業用水
23.459m3/s
39.33%

工業用水
5.187m3/s
8.70%

水道用水
0.021m3/s
0.04%

その他
0.029m3/s
0.05%

発電用水
30.954m3/s
51.89%

■上流部は自然豊かな森林と渓流が存在。中・上流部ではアユ釣りが盛んで、兵庫県のアユ漁獲量の1/2を占める。下流部には多くの河川公園などが整備され散策やスポーツに利
用され、これらの施設を散策路でつなぐことで河川利用の促進を図る。

■水質が改善した林田川や下流の人工ワンドでは地元の児童を対象に生物調査を実施。NPOによる環境学習等も行われており、地域住民や関係機関との連携を推進。
■揖保川では非常に多くの農業取水が存在することが特徴となっているが、しばしば渇水が発生することから、被害を最小限に抑えるため関係機関や水利用者との連携を推進。
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龍野
千鳥ヶ浜
河川公園

とんぼ池

十二ン波

たつの市納涼
花火大会

揖保川いかだ下り大会

千鳥ヶ浜河川公園と桜づつみ

体長３０ｃｍ超の
尺アユ
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上川原地点

①25.4k地点の瀬（動植物）

②井ヶ瀬橋（景観）

③曲里（水質）
中川

引
原
ダ
ム

龍野地点

引原川

●基準点
●動植物
●景 観
●流水清潔

凡 例

流水の正常な機能を維持するため必要な流量の設定

流量縦断図（非かんがい期における正常流量：4/1～4/30）

正常流量(3.00m3/s)

③流水清潔の保持（曲里地点）
曲里地点における流水の清潔に必要な
流量は「播磨灘流域別下水道整備総合
計画」の将来流出負荷量に対し、渇水
に環境基準の２倍値を満足する流量と
して検討した。

①動植物の生育地・生息地の状況
（ウグイ・ニゴイの産卵の必要水深30cm）

井ヶ瀬橋（②景観の決定地点）
・流量規模（４ケース）の異なるフォトモンタージュを作成
・アンケートを実施し、50％以上の人が満足する流量を
景観の必要流量として設定

25.4k地点の瀬

平均水深30cm時水位

維持流量(4.97m3/s)＝ － 水利権量(3.95m3/s) ＋ 流入・還元量(1.98m3/s)

W／B＝15％

揖保川水系
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○ ：必要流量（動植物の保護）
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■正常流量は、かんがい期、非かんがい期について、利水の現状、動植物の生息または生育地
の状況、景観、流水の清潔の保持等を考慮し、上川原地点で通年3m3/sとする。

検討項目 決定根拠

①動植物の生息または生育 ウグイ・ニゴイの産卵及び移動に必要な流量を設定

②景観 フォトモンタージュによる景観アンケート調査を実施し、50％の人が許容できる流量を設定

③流水清潔の保持 環境基準（BOD75％値）の２倍値を満足するために必要な流量を設定

④舟運 遊興船の運航箇所は、堰の湛水により水位が確保されていることから設定しない

⑤漁業 ①動植物の生息または生育と同様とする

⑥塩害の防止 最下流堰、床止めが朔望平均満潮位以上であり、塩水遡上の問題はないため設定しない

⑦河口閉塞の防止 河口部の河床は安定しており、過去にも河口閉塞の事例はないため設定しない

⑧河川管理施設の保護 保護が必要な木製施設は存在しないため設定しない

⑨地下水の維持 過去の渇水においても取水障害を起こした事例はないため設定しない

流水の正常な機能を維持するため必要な流量の設定に関する基準地点

基準地点は、以下の点を勘案して「上川原地点」とする
①流量把握が可能で、過去の水文資料が十分に備わっている。
②主要な取水施設での取水後であり、水利用の監視を行いやすい。
③林田川等主要な支川の合流後であり、水系全体の流況管理に適した場所である。

工事実施基本計画では、当時支川林田川の汚濁が著しく「上河原」地点への影響が大きかったこと
から水系の基準地点として代表させることは好ましくなく、流量データも１３年と蓄積が不十分であっ
たことから「龍野」地点としていた。
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砂利採取量：14千m3
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砂利採取量：382千m3 砂利採取量：361千m3 砂利採取量：18千m3砂利採取量：46千m3

揖保川

中川

元川

総合的な土砂管理 揖保川水系

・人為的影響のある箇所を除き、井堰が多数存在するため、河床
変動量は小さく、河床は安定傾向

河床変動高の経年変化

河口部の状況

平成11年撮影

河道の拡幅干潟の埋め立て

高水敷整備

・河口部の干潟が埋め立てられ、工業地帯となった
・中川、元川は河道の拡幅を実施
・本川では高水敷の整備を実施

河口部では大きな河床変動は見られず概ね安定

揖保川河口部（-0k4）横断変遷図

揖保川 S45～H02平均河床高変動量

堆積

洗堀

揖保川 H02～H16平均河床高変動量

北村頭首工改築

■現況河床は井堰が多数存在するため、河床変動量は小さく、安定傾向
■水系全体の土砂バランスを維持することとし、河道のモニタリングを実施

H9年は低水護岸工事

のため掘削されている

高水敷公園造成

井堰改築・砂利採取

堆積

洗堀

昭和22年撮影

干潟

揖保川

中川

元川

中川

元川

干潟

昭和36年撮影

揖保川

揖保川 平均河床高縦断図
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浜田井堰

上川原取水堰

宝記頭首工 揖保上頭首工

片島井堰

岩浦頭首工

小宅統合頭首工

東觜崎井堰

北村頭首工

吉島統合頭首工

笹野統合頭首工

香山下井堰

香山上井堰

戸原頭首工

野井堰

荒井頭首工

三津井堰

河東統合頭首工

千条井堰

与位井堰

杉ヶ瀬木の谷井堰

神野発電所取水堰

神戸大井井堰

曲里大井井堰

浅淵井堰

河原井堰


